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平成20年３月期中間決算の概要



単体業績状況
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パフォーマンスは目標を超過（仕掛品の増加により計画未達）

※ＦＡＩＴＥＣ切出し分は、今期約　
　５億円（今期で切出し終了予定）



サービス別売上高の状況（単体）
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プライム案件が増加、プロダクトもＳＩ受注により計画比増



2,857 3,033

3,621
3,931

4,895
4,732

5,916 6,684

1,812

2,563

H18.9 H19.9

金融

通信

サービス

公共・製造
その他

（単位 ： 百万円）
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上段 : 金　額

下段 : 構成比

６

金融（前期比 113.0％、構成比 +2.2％ ）
　　　　[FAITECを加味すると前期比 119.7%]

　　 ・統合案件により大幅増加
　　　 ・電子マネーも好調
　　　　FAITEC単体では生保案件で大幅増加　　　　　　　

　　　　（前期比 141.1%）

通信（前期比 96.7％、構成比 △2.6％）
　・既存基幹系システム更改の一巡
・次世代通信網開発の立上り遅れ

ｻｰﾋﾞｽ（前期比 108.5％、構成比 +0.5％）
・WEB系やマイグレーション等、新規案件の増加

　　　　・既存顧客も好調

公共・製造その他
　　　（前期比 106.1％、構成比 ±0％）
　・デジタル家電の組込みソフト開発案件の増加

　　　　・官公庁向けは減少

エンドユーザー別売上高（ 単体：情報サービス）

FAITEC売上

34.2％

28.3％

20.9％

16.5％

【注】エンドユーザ別分類についてはお客様の業態変更等により前期、今期ともに見
直しております。



売上総利益（単体）

７

売上総利益　3,568百万円 前 期 比 　104.2％
売上比率 　19.0％

①売上単価の改善等 ＋3.1ポイント
②労務費単価の上昇 △2.0ポイント
③外注比率の上昇 △0.4ポイント
④低採算案件 △1.0ポイント

★外注単価の上昇なし（伸びゼロ）

[前期　3,423百万円、売上比率　19.3％）]

利益率0.3ポイント低下
H18.9 H19.9

19.3％ 19.0％

①

②
③

④

売上総利益率の低下も売上総利益額は増加



営業利益、経常利益（単体）

販管費　1,637百万円（前期比105.8%、売上比率8.7%）　
　　　　　　　　　　　　　　　　[前期1,547百万円（+90百万円）]

８

　　　中期総合計画に基づく戦略的費用の増加

オフショア推進および海外展開 ＋46百万円（2.8％）
新市場開発の推進　　　　　　　　 ＋44百万円（2.7％）
教育研修充実　　　　　　　　　　　　　 ＋34百万円（2.0％）
グループ総合力強化（連結会計強化等)  　＋11百万円（0.7％）

　　　ＭＩＲＵＣＡ（教育会社）新設による費用の減少

教育研修費用の削減　　　　　　　　　　 △48百万円（2.9％）

営業利益 1,931百万円（前期比102.9%、売上比率10.3%（前期比△0.3pt））

経常利益 2,124百万円（前期比108.3%、売上比率11.3% （前期比+0.2pt））

　　　子会社からの受取配当金増加など ＋193百万円（227.1%）



グループ各社の業績状況
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（単位 ： 百万円、％は前期比）

売上高は大幅増加、営業利益は新規連結会社の増加に伴う
のれん償却額の増加によりほぼ前期並み
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連結成長額の各社内訳
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・売上高　 ＋56.5億円

・営業利益（除くのれん）＋3.7億円

(日本ＳＥ社の営業利益は、のれん償却額２.２億円を除いた数値)　

1.7億円9.0億円連結増加額

1.3億円38.6億円連結増加額

のれん償却額の伸び：＋3.9億円
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連結業績状況
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連単倍率売上比率金　額　

１０

販管費　2,996百万円（前期比＋1,037百万円、152.9％）
　　のれん償却額 ＋395百万円
　　新規連結会社の販管費（日本ＳＥののれん償却額を除く） ＋552百万円

ＤＴＳ単体の戦略的販管費 ＋ 90百万円

（単位 ： 百万円、％）



平成20年３月期の見通し



下期の市場環境（当社受注状況）

１２

　受注状況は上期に引き続き好調に推移
　ビジネスパートナーとの連携も順調!!
　　（対前年300名ＢＰ増、2,100名でスタート）

金融業
・メガバンク、証券、生損保の受注好調

・株券電子化、電子マネーの受注好調

通信業
・新規基幹系システム案件は受注好調

・既存運用監視、ヘルプデスクは受注順調

ｻｰﾋﾞｽ業
・ＩＣカード関連案件は受注好調

・WEBコンテンツ、マイグレーションなどは

新規顧客開発により受注順調

・統合案件の動向注視

・外注増加、管理体制強化

・ＮＧＮの動向注視

・次世代高速無線通信の

動向注視

・更なる新規顧客開発

その他
・製造業はＤＴＶ関連（組込案件）の受注好調

・官公庁はシステム検討段階から参画している

案件化により受注増加、既存は堅調

・製造業向け体制強化

・組込み技術者育成、確保

受注状況業種 見通し今後のﾎﾟｲﾝﾄ



連結・単体下期計画
（単位 ： 百万円、％、カッコは上期実績）

１３

良好な市場環境とグループ全体の利益率改善により
売上：15％成長、経常利益：30％成長を見込む
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0.0億円9.6億円連結増加額

Ａ
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0.9億円4.7億円連結増加額

売上の伸びは上期を下回るも、グループ各社の収益改善と
のれん償却額の影響軽減に伴い営業利益の伸びを拡大!!

グループ各社の下期計画

(日本ＳＥ社営業利益はのれん償却額２.２億円を除いた数値)　

連結成長額の各社内訳
・売上高　 ＋43.7億円

・営業利益（のれん除く）＋7.4億円
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のれん償却額の伸び：＋0.2億円



下期重点課題

『一貫サービス』の強化（コンサルテーションから保守までの全工程を受注）

　　　・一括持ち帰り受注の推進
　　　・ ＰＭ、プロフェッショナル技術者の増強

『連結売上総利益率』の改善
　　　・共同受注、営業協力、人材交流の一層の強化

『オフショア展開』の本格化
　　　・日系現地法人向けに現地でのサービスを開始
　　　・海外アライアンスソリューション

１５

・プライム／ＳＩ売上比率の拡大（売上比率４０％以上）　

・グループ総合力の強化

次期中期総合計画に向けた足場固め



海外アライアンスソリューション展開

１６

＜逓天斯（上海）軟件技術有限公司＞

設立日 ：平成１９年１０月２９日
所在地 ：上海市浦東新区
役員 ：董事長 熊坂 勝美

総経理 高田 政和

計画　　　：初年度売上５億円
（３年後４０億円を目標）

DTS  Group JapanDTS  Group Japan

逓天斬（上海）軟件技術有限公司逓天斬（上海）軟件技術有限公司

ＤＴＳ大連事務所ＤＴＳ大連事務所

DTS  Group  ChinaDTS  Group  China

生保銀行 ・・・

オフショア推進

コンサル、ＳＩサービス提供

中国各都市ソフト会社

日系現地法人

お客様

上海大連 北京 ・・・

連携強化

※現在、８社と連携



連結・単体通期計画

１７

単体　・・・　プライム／ＳＩ売上の比率向上

（単位 ： 百万円、％）
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連結　・・・　グループ総合力の強化、各社収益改善　　　　　
　　　　　　　　大幅な増収増益を見込む! !



配当計画

当期純利益　3,000百万円
　（ 前期比 ＋521百万円(121.1％) 、売上比率 7.3％(前期比+0.6pt)）

１８

※45(70)※25(50)20
年間配当金（円）期末配当金（円）中間配当金（円）

・戦略的販管費は継続して活用
　　　　　（売上比率　8.3%（上期8.7%、下期8.0%）、前期比△0.5pt）

※2007年10月1日を効力発生日とした株式分割（１対２）後の金額。　　
カッコは分割前に換算した金額。

・好調な市場環境を背景に利益は前年増を計画



中期計画と通期計画の比較

○90.86,0005,450営業利益（連結）

◎102.315,60015,963＠売上高（単体・千円）

105.3

106.8

103.3

達成率

◎11,00011,750売上総利益（連結）

◎1,8001,895＠営業利益（単体・千円）

◎

達成度

60,000

中期計画
(平成21年3月期)

62,000売上高（連結）

通期計画
(平成20年3月期)　

１９

（単位 ： 百万円、％）

業界トップグループの地歩を確保（次期中計策定中）

　連結売上　６００億達成

　
中期総合計画を１年前倒しで達成！！


